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1. はじめに

2007 (平成 19)年，閤立教育政策研究所は「特

定の課題に関する調査(技術・家庭)Jのゆで基礎・

基本となる技能の実現状況等について実態調査を実

施した。この中で， 1衣服の補修・製作の基本的な

技能Jにおいて，中学校で学習する「まつり縫いJ

ができた生徒が約半数程度だったことから， I~基礎

的な技能の習得とともに，実生活で必要な補修の場

面に応じた対応を考えさせる指導の工夫」が提言さ

れた 1)。これまで， 1まつり縫い」はもとより，ボ

タンつけや五結び，玉どめなど，小学校で学習する

内容の技術・技能の定着について，様々な成果と課

題が指摘されてきた。

約30年前に実施された児童の「作業能力の発達」

に関する調査によれば， 1ひもを結んだりほどいた

りできるJ，1ガスや電気こんろを使ってお湯をわか

せるJ等の項目は学年進行にwい「できるJ割合が
徐々 に高まるが， 1ボタンつけができるJは， 5年生

男子で窓、i敢に「できる」割合が高まった，という。
ζの調査のまとめでは， 15学生存の家庭科学習におい

てボタンつけは，衣服の着方と整え方に関連した基

礎技能として学習するものであるが，必要感そもっ

て意欲的に学習する，仕上がりに対するよろこび・

(議資終了 2010年5n 5 E:I) 
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満足感が大きい，などのためか6年以降においても

かなりのレベルでその能力そ保持している」と家庭

科学習の効果を評価していたの。

1989年に小学生と大学生を対象に実施された「名

前の縫いとり」や「ボタンつけはつの穴)Jの実

技調査では，小学生，大学生共に実擦はできるの

に「できない」と過小評価する傾向が報告されたが

3) その一方で， 1半返し鑓いjの技能定着に関する

大学生対象の別の調査では，作業前の自己評価では

93.7%が「できる」と関答していたのに，実際にで

きたのは 49.5%だったという結果もあり 4) 被験

者が「返し謎い」の仕方を認識していなかったこと

が推察される。高校生を対象にした調査では， 1ボ

タンつけ」や「返し縫いJをはじめとする被服の補

修にかかわる技術について「必要」と認識する半面，

「家で補修等を自分でしないこともあり，その技術

には相対的に忠信がないj とまとめられているの。

以上のことから，被ij器製作実習で培われる技術は

生活そ営むうえで“ある程度必要"と人々に認識さ

れつつも，日常的にその技術を活用していないため

に，技能として各自に内面化されていない傾向にあ

ることが捻出される。また，生活様式・価値観の変

化で，被服製作技術の必要性の捉え，求める技術の

質も多様化している。

そこで本研究は，小学校から高等学校までをつな

ぐ被販製作技術の基盤である小学校家庭科の学習内

容に注目した。この中で本稿は fボタンつけ，返し
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表 1 学習指導主要領におけるボタンつけ、返し縫い、去結び、玉どめの扱い

告示年 ボタンつけの扱い

5学年3学期 単元5:自分の謬はEl分で Bシャツの製作(女子)

1947珪1)
民方盤、ポ段タiニノ縫ゲいlf方尋における穴かがり、バイアスのつけ方、箆返しのつけ

容のH;員ずを特に雲監視
(昭和22)格擦の方法・(11)穴か均旬、ボタンゲlfのtt:1:iについて、援本によっ
て検討し、話し合い、笑苦言する。

1956 
5学年後腹内容 f手入れと保存j

(昭和31)
彼自E絡事事の婆点・・・;f!:タニノやスナップなどをiEL-ぐっfプ<5ごとJがで.t!<5

1958 
5年生トなのりFのA被sIlJ内容
(1)身 ザ 繋え方を王聖書草させ‘箔離な被服の修理ができるようにす

(昭和33)る。
ヱポタン、スナップなどのiEL-'り fプヱ静寂Wする。
5年生のfA被級J

1968 (1)日常の身なりの整え方を理解させ、後般の繍主誌な手入れや惨壊が
(昭和43)できるようにする。
ヱポタシやスナップなどのつIf:1:ifPJiI!Wすること。
5年生のfA被版j

1977 (3)8君主張の喪主霊・塗とんの栓つ信をコE矢し、ポ合ンなどを付けることが
(昭和52)でt!<5ようにする。

5年生の以後綴J
1989 (2)日常務の設建・塾ヒんやポ5t.ンなどを付けることができるιうにす
(平成元)る。

(2)衣服に関心をもって、日常務を務たり王手入れしたりすることができ
1998 るよう!こする。
(平成10)イ守さま日<5常ご務みの手入れが必姿であることが分かり、ポタシゲlfや淡遂が

C.t:長室重な衣阪と伎まい
2008 (1 )衣服の務局と手入れについて、次の壌環を指導する。
(平成20)イお常務の手入れが必察であることが分かり、ポタシゲlfや洗漆が
できること。

注1)学潔指導要領家庭科綴(紋案)
注2) 表中の下線、斜体・太字lま繁華言による。

縫いJの内容の扱いの変選考E概観し，これらの技術

について，どのような点が児愛にとって定義しにく

いかを明らかにする。はじめに. rボタンつけ，返
し縫いJの内容が学習指導要領の中でどのように扱

われてきたかについて言及する。

11 .学習指導要領では fボタンつけJ，f(窓)返し縫

いJをどのように扱ってきたか

(1) rボタンつけ」

問中によれば，小学校設階で洋裁が教科書に登場

したのは昭和7(1932)年発行の「尋常小学校裁縫

新教授書Jからであり波1)， rボタンつけ」は向教科
書の「シャツJの製作で教材に取り上げられている

6)。以降，国民学校令期にあたる 1942~ 43 (昭和
17 ~ 18)年に発行された「初等科裁縫 上・中・下」

の教科書でも，中巻に同教材が掲載されている。

小学校「家庭科」として， 1947 (昭和22)年に

告示された「学留指導要領家庭科編(試案)Jにも

返し縫い、玉結び・玉どめの扱い
5考会年1学綴滋耳2:家庭の 長としての子ども c針の使い方
恩箆rn塁塁針(たて縫い・ょこ縫い・斜め縫い)の技衡の習得
息盤鑓2:3ifiF，め、愛ねつぎなどの銭衡の習得
権型車の方法 :(5)霊重量t~饗 e.t二て縫い・ょこ縫い・斜め縫い
(8)台ふきの製作を針路する c.7F:範による縫い方の~習
L、】Iまじめの玉留め、ち】縫い克、 1お主主の音量bっき、1三3終わりの玉留め

5学年被綴内容「作り方J 縫い方
被sIi.翁題専の要点・・・手縫いの基礎ができる(なみ縫い・4直i1fL-緩"l'・まつり
縫い.es'J:1:i・つぎ方の程度}

5(4年)布生との糸fAや絞針綴をj用内い容て、図紫陽いる会ふきおよび袋類を作らせる@

オ玉ーむ手す縫びい、玉の薬ど草め主として、なみ縫い、まつり縫い、手i1fL-縫い、本遂L緩い、
、すくい返しどめおよび笈ねつぎができる

5年生の以後sIlJ
(3)布と糸や針を用いて、簡単な袋類などを作らせる。
オ縫い方について、なみ縫い、i1fL-必-".とめ汐などができること。

5年生のrA被版j
(4)1寄島まな小物及び袋物を製作することができるよう!こする。

イな!'iiど採E牛及寸のび及ミfびAシ童扮ン舗純縫ない3らにびよにる手綴縫線い縫にいよがるでなきみる縫こいと、i1fL-I.華，'3iIiS•ιι 3ié~め
5年生の A被自在j
(3)簡単な小物及び袋物を製作することができるよう!こする。
るイE手Z綴縫緩いいにがよるでなきみるこ縫とい、i1fL-I.華，'3i;綴ぴ~ 3ie's'Jなど及びミシン縫いによ
(3)生活に役立つものを製作して活用で古るようにする。
イ形などをヱ夫し、手縫いにより自的に応じた躍す殺な綬，':1:iを考えて製作
ができること。また、ミシンを用いてE塁線縫いをすること。

(3)生活に役立つものの製作について、次の塁審議を指導する。
イ手縫いや、ミシンを用いた滋綴縫いによりIffI19IごJl;Cl士緩p三宮"fP.孝之で
君主惇し、活用できるこじ

fシャツ」の製作という教材は5年生3学期の女子

用教材として取り上げられている。この試案が「初

等科裁経Jとやや異なるのは「指導の方法Jに，標

本の観察や話し合いが言及され，技術指導だけで終

わらない点である(表 1)。しかし， r製作のためJ
のボタンつけは， 1956 (昭和31)年の学習指導要

領で「手入れのため」という目標・内容になり，以

降現寂に査るまで学習指導要領の中で「ボタンつけj

教材の基本的扱いに大きな変化はない。

それでは，小学校の学習指導要領では「ボタンを

新たにつけるJ学習から，rとれたボタンをつけ直すj

学習を主とするスタンスのままだといえるのだろう

か。例えば， 1969 (昭和44)年に発行された

学校指導書家庭縞」では，手入れ，補修といった

被販管理の学習の中で学んだ知識を活かして，被服

製作と関連させて扱うことが述べられ， rボタンや
スナップ等が被服のどんな場所に使われて，どんな

役目をしているかを理解させ，また，つけ方として

服の上前と下前の毘別，つける位置の決め方，針や
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糸の選び方，じようぶで使いやすいつけ方等を考え

させて， (3)オ(口街単な袋類の製作)と関連させ

て実習ざせるJ7)とある。 1978(昭和53)年発行

の開指導警では， rボタンつけでは被服の整理・整
磁の一環としてボタンをつけ直すとか， (4)の『小

物および袋の製作』と関連させて，玉結び，玉どめ

などの基礎的な技能の習得者E目指した取り扱い方を

することが考えられるJ8)と記述されている。よっ

て r小物の製作」という教材を得て，およそ30年
前から「ボタンを新たにつける」学翠へと取り上げ

1iの輔が次第に広がってきたことが推察される。
小学校の家庭科教科書における「ボタンつけ」の

扱いを見ると，部隆堂の教科書では， 1977 (昭和

52)年度用までは， rボタン・スナップのつけ方と
ほころびの直し方Jという学習項目の中で「ボタン

つけjが展開されていたのに対し 9) 1980 (昭和

60)年度用の教科警では， rボタンつけと小物作り」

という学習項目へと湾編されるようになった問。

また，ボタンのつけ方を見ると 1977(昭和52)年

度用までは縫い始めを「すくい鑓いJして，五結び

;;r rボタンと布の間」に収めるよう顕示されていた
が， 1980 (昭和55)年度用の教科警ではボタンつ

け位罷の布裏から針を出し，ボタンを縫いつける方

法へと易化された (;(fi翠に玉結び・玉どめが見える

縫い方)。さらに， 1986 (昭和61)年度用の教科

惑ではこれまで糸を2本どりにして縫うように説明

されていたが，糸がからんで縫い難くなるのを防ぐ

ためか， 1本どりの縫い方が教科警に翻示されるよ

うになった 11)。

1956 (昭和31)年， 1958 (昭和33)年の改訂学

習指導要領では，ボタンを「正しく」つけることが

可勾容」に明記されていたが， 1968 (Os和43)年改

訂以降は， r正しい」という文言が消え， 1978 (昭
和53)年発行の問指導書では， 6年生 rA.被服J(3) 
の被服管理に関する内容の中で「・・・ボタンのつけ方

などに自を向けさせ，消費者として既製服を適切に

選ぶ目を育てる ζとも大切j とし，既に既製服につ

いているボタンを観察し，縫製を評価することが明

記された 12)。2008(平成20)年改訂の悶解説議では，

r~ボタンつけができる』ということは，ボタンの付

け方が分かり，自分で付けることができるようにす
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ることである」と説明し， r丈夫につけるJ1のこと
を技術的要件として挙げている。

(2) r返し縫いJ

2008 (平成20)年発行の学習指導要領解説警に

は， r生徒の実態を考慮し，細かな技法を一方的に
教え込むことがないようにし，製作の喜びそ味わい

ながら手縫い等の基礎的基本的な知識及び技能が身

につくように配慮J14)ずることが述べられている。

この考え方は， 1947 (昭和22)年の「学習指導要

領家庭科編(試案)Jの「指導内容」でも， rじよう
ずにできるための手先の器用ざ，熟練を基本目的に

するのでなくJ15)という部分があり，現在まで基

本的にこの考え方が踏襲されてきたものと思われ

る。それでは， r鑓い方」の内容にこれまで変化は
なかったのだろうか。

1947 (昭和22)年告示「学習指導袈領家庭科編

(試薬)Jでは， r返し縫いjに関する記述はない。縫
い方の学留は「運針jを基本とし，続けて長く縫え

ることを目標，指導のポイントにしている。しかし，

1999 (平成 11)年発行の指導議以降， rなみ縫いに

ついては， 2~3針つづけて縫う程度でもよいJ 16) 
ζとが明示され，続けて縫うことよりも，目的に応

じた縫い方を選ぶことに力点が置かれるようになっ

た。

「手縫いの基礎」として， 1956 (昭和31)年の

学留指導婆領では，表 lに示すように5種類の技

法が紹介され，ここで返し縫いのー穏である「半返

し縫いJ，1958 (昭和33)改訂では「本返し縫い」

が登場する。「返し縫い」は 1968(昭和43)年改

訂盟年に発行された向指導警で r1針ずつ繕い目を
しめながら， (中略)全部返して縫うのが本返し縫

いである。用途により草加して用いる。返し縫いが

なみ鑓いより丈夫なわけを惣解させるJl7)， 1989(平

成元)年発行の同指導議には「返し縫いは縫い目を

丈夫にする場合に用いる縫い方で(中略)なみ謎い

の場合と針の持ち方や手指の動かし方が違うことが

分かるようにするJ18)と説明されている。

小学校家庭科教科審における「返し縫いjの扱い

を見ると，開降堂の場合， rボタンつけJと凋様に
1977 (昭和52)年度用までは， rほころびの獲し
方」の中で絞り上げられ， r本返し縫いJはポケッ
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トの補修の縫い方に適することが述べられている。

これが， 1986 (昭和61)年度舟の教科醤では， r楽

しい小物Jという学習項目の中で「布のぬい合わせJ

方法として紹介されるようになった。「本返し縫い」

は既に言及したように，縫い目を丈夫にするための

縫い方として，学習指導要領の指導書で説明されて

いたが， 1998年(平成 10)年改訂の翌年に発行さ

れた学習指導要領の解説警からは， r返し縫い」に
関する説明の記述が削除されている。 f本返し縫いJ

は補強としての縫い方のほかに，刺繍技法の「パッ

クステッチJと全く同じ縫い方ということもあり，

針闘の特徴を活かした作品づくりに応用できる。 ζ

の「パックステッチJは，間断ない線が表面にでき

るζとから輪郭練をとりたい時などに利用される縫

い方である。現在までのところ， 1986 (昭和61)

年の教科書のように，本選し縫いの針呂を活かした

作品併が紹介されたこともある。しかし，学習指導

要領では，如j織としての機能の活用を明示していな

いため，授業で扱うか否かは教員の裁量に任す形と

なっている。

以上，主に学習指導要領の記述から「ボタンつけj，

「返し鑓いJについて見てきた。「ボタンつけJは約

四半世紀前に， r返し縫いj は約半世紀前に呂標と
内容の原型ができ，現在に至る。それでは「ボタン

つけj，r返し縫いJの技術をどのように児愛は身に
つけているのだろうか。次に，小学生を対象とした

実態調査から検討をする。

111.謡査方法・内容

(1 )調査対象

小学校5年のはじめに学留されることが多い「ボ

タンつけ，返し縫い，五結び・玉どめJについて，

どのような点が定着しにくいかを明らかにするた

め，小学校6年生を対象に実技調査を実施した。調

査時期は， 2009年 10月で調査対象は盛碍市内のA

小学校6年生3学級 104名(男子54名，女子50名)

である。

(2)調査方法・内容

調査は各学級単位で実施し，調査時に①裁断済み

フェルト布 1枚，②ぬい針(ガス針三ノ三) 1本，
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③木綿糸・太口(フェルトの地色と違う色)，③ボ

タンつけ糸(フェルトの地色と間色)，⑤2つ穴ボ

タン(直径1.2cm) 1個，⑥調査票者全 1人分ずつ封

筒に入れて配布した。児叢には「家庭科の被Il~製作

に関する実技調査を行うj こと， r糸切り用のはさ
みを各自準備する」ことのみ事前に伝え，具体的な

調査内容は当日の説明で初めて知らせた。

自分のイニシャルを本返し縫い

図1 ワッペン製作の例

調査内容は図 lに示した例をもとに，①ワッペン

っくり(ボタンつけ，本返し縫いによるイニシャル

の縫いとり:40分)，②被服製作に関するアンケー

ト調査 (5分)である。調査①に関する問題文は，

以下のとおりである。

大きな布に、皆さんが作ったワッペンをどめて「記念の

かべかけj を作ります。そこで、ワyベン用のフェルトヘ

幽布に留めるための主主二三つけ

・自分のイニシャルのぬいとり〈釜返L鎧ど〉をしてください。

調査①では，上の条件に加えて「ボタンは大きな

布に“とめる"ことを意識してつけるj，r自分のイ

ニシャルは目立つように縫う」ことを重ねて説明し

た。そのほか，児童の鑓い針の扱いを見るために，

この調査では「糸通しは使用しない」ことについて

も言及した。

調査②では，児童の被服製作への意識や臼常生活

における実践に関する以下の纂柄について4件法で

費閉した(1.あなたは糸と針を使って縫うことが好

きですか， 2.あなたは自分で工夫して手縫いの作品

を作る ζとが好きですか， 3.ふだんの生活の中で，

とれたボタンをつけ蔭したことがありますか)。こ



のほか， rワッペンづ、くりを通して工夫したり気を
つけたりした点Jについて自由問答による開いを設

けた。これらの結果から児童の被服製作の技能との

関連を検討する。

(3)評価項目

見愛の作品をま刊服する際に，現在の小学校家庭科

における学習指導婆領等の目標・内容を鑑み，評価

項目をたてた。 r(l)ボタンのつけ方jでは， r①ボ
タンつけの位置jr②ボタン穴への糸の渡りと糸足
の状態j，r(2)文学の縫いとり」では， r①糸の選

び方jr②本返し縫いの競い方j，共通項目として「玉
結び・玉どめの位置・形状Jについて評価した。

本穏ではこれら評価項目の中で r(l)ボタンのつ

け方」の「②ボタン穴への糸の波りと糸足の状態j，

r(2)文字の縫いとり」の「②本返し縫いの縫い方J

7a::rj:1心に取り上げる。いずれの攻告についても，現

在小学校で使用されている平成 16年検定済みの教

(関降堂，東京芸3籍)の記述に議づいて評嫡・

分析を行う(具体的な縫い方については， 2社とも

ほぼ共通した内容になっている)。

IV.結果

(1)児童の被頴製作への意識と日常における実践状況

40分間の時間の中で， rワッペンっくりj7a::仕上
げたと認識している児童は， 58人 (55.8%)で，

最も平く縫い終わった児童は 15分(女子)だった。

性別で見ると男子の4割，女子の7害IJが諮い終わっ

ていたが， 40分間のうち針に糸を通すことができ

なかった児童が8人(男子 7，女子 1)いた。授業

では「糸過し」の使用が認められていたので，糸過

しに難航したj足掻は糸通しを使わずに，直接針Lこ糸

そ過す経験があまりなかったことが推察される。

務室主②の質開事項について，性別ごとに見ると「糸

と針そ使って縫うことが好きか」という質問には男

子の 46.3%が「好きではないj と回答し， rあまり
好きではない」を合わせると 7割近くが杏定的に挺

えている。その一方で，女子は「好きだjrどちら
かといえば好きだj という回答が7割を占める(表

2)。また， r工夫して手議いの作品を作ることが好
きかj という潤いにおいても，開様の傾向が見られ
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る(表3)。この結果をさらに， r児章の作業遂行認
識(作品を持関内に仕上げたと認識)jで対応させ

ると， r縫い終わった」と認識している児童は「糸
と針を使って縫うことが好き」と捉え， r縫い終わっ
ていなしリ児童は「好きではないj と思っている傾

向が克られた(表4)。以上のことから，作品を仕

上げられなかったことが，被服製作を否定的に捉え

させたと考えられる。

また表5に示すように， rとれたボタンをつけ直
すj経験については，男子の85.2%が付け直したこ

とがなく (r全くないjrたぶんつけ直したことはないJ

の合算値，女子は悶58.0%)，本調査対象者について

は，男子の方が女子よりも生活実践においてボタン

つけ経験が乏しいという結果が明らかとなった。

表2 r糸と針を使って縫うととが好きかJX性別

墓議
好きだ

どちらかといえば好きだ

性別

どちらかといえば好きではない

好きではない
言許一一回

n(弘)

表3 r工夫して縫うととが好きかJX性別

墓議
好きだ

どちらかといえば好きだ

↑生活IJ

どちらかといえば好きではない

好きではない

害許一一

n(弘)

合計
17(16.3) 
35(33.7) 
27(26.0) 

表4 r糸と針を使って縫うととが好きかJX 
児蜜の作業遂行認識

作業遂行認識 全部縫い 縫い終わって
意識 終わった いない
好きだ 10( 9.6) 5( 4.8) 
どちらかといえば好きだ 30(28.8) 9( 8.7) 
どちらかといえ1;1:好きではない 12(11.5) 9( 8.7) 
好きではない 6( 5.8) 23(22.1) 

合計 58(55.8) 46(44.2) 

表5 rボタンつけの経験JX性別

意識一 一
数包つけ直したことがある

1-2皮つけ直したことがあ
たぶんつけ直したことはない

全くない
言許一

n(覧)

合計
15(14.4) 
39(37.5) 
21(20.2) 
29(27.9) 
104(100.0) 

n(見)



H立滋í: 小学校5ま~Hにおける被1111製作技術の育成

(2) rとめるjためのボタンつけ

評価項目 (1)の「①ボタンつけの位置jについては，

およそ8*'1の児童が台地の布にとめやすく，バラン

スが良い位置にボタンが付けられていた。また，小

学校家庭科の教科書 f新縞新しい家庭科5・6(東

京番籍)J1では.rボタンつけ」の傑.r玉結び，玉
どめが布についているj. 1糸が 3~4 回(ボタン穴

に)かけてあるj，l(根巻ぎの)糸が閤く巻けているj.

I(糸足分として)布の厚さ分だけ(布とボタンの間

が)ういている」というポイントitz)が示されてお

り19) これは先に挙げた評価項目 1(1)②ボタン

穴への糸の渡りと糸足の状態Jの内容に相当する。

この評価項目について見ると，表6に示すように

ボタンをつけた93名のうち.1根巻き」があったの

は半数恕度で，そのうち上の基準に合致するものは

全体の 37.5%だった(表6にある「縫い方に乱れ」

とは，ボタン穴にかける糸が少ないもの，反対に多

すぎるもの，根巻きがゆるくボタンが閲定されてい

ないもの.3i結び・玉ど‘めが十分にで、きていなかっ

たもの等をさす)01ボタンつけJの状況と「糸と針

を使って縫うことが好きか」との環連そ晃ると，上

述のポイントを満たすように縫えている見叢は，被

服製作をやや常定的に捉える傾向が見られた。

教科警では，ボタンの一般的なつけ方として.1と

める布の摩み分Jの糸足を適度に作り，ボタンそと

めやすく，糸足を丈夫にするため. 1根巻きをする」

ことが図示され. 1足つきボタンJのみ，糸足7a:f乍

らず「べた犠い」になっている。それでは，上述の

結果をそのまま「ボタンつけJができていないと考

えてよいのだろうか。

既製品を見ると，薄手のシャツ類や白衣等にある

ボタンの糸足には根巻きがなく，ボタンつけの機械

で付けられたと思われるものが多い。機械付けの場

合，使用する糸が手縫い糸と比べて細いため，そ

の分ボタン穴にかける糸の渡り匝数もやや多くな

る(但し，機械付けでも服の種類に応じて根巻きし

てあるもの，ボタンつけ糸が太いものもある)。ま

た，1かざりjとしての機能のためのボタンつけでは，

ボタンを直に布に閤定させるため，根巻きそしない

ことが多い。以上のことから，本調査では線巻きを

しない縫い方が見られたり，ボタン穴にかける糸の

渡りが多くなったりしたのかもしれない。また，表

7の結果を見ると.1ボタンを付けEました経験Jと「娘

巻きの有無Jについては明確な関連が見られず，ボ

タンを付け直す際にも，児童は根巻ぎをしていない

可能性がうかがわれる。しかし，布にボタンを「と

めるJ用途で，手縫いをするのであれば，しっかり

と根巻きを施したものの方がとめやすく，丈夫でと

れにくいボタンつけができる。前にも述べたように，

2008 (平成20)年改訂の学習指導要領にも「丈夫

につけることJをボタンつけの技術的要件としてい

ることから，この観点をもとに根巻ぎのプロセスそ

認識する必要がある。

表6 r糸と金十を使って縫うととが好きかJX rボタンつけJの状況
n(覧)

よよ孟p ごとごIt ボタンが 根巻きなし 生直巻きあり
ついていない 縫い方に乱れ:適切な縫い方 合計

好きだ 1( 1.0) 3( 2.9) 9( 8.7) 15(14.4) 
どちらかといえば好きだ 。 15(14.4) 6( 5.8) 18(17.3) 39(37.5) 

どちらかといえば好きではない 1( 1.0) 13(12.5) 1 ( 1.0) 6( 5.8) 21(20.2) 

好きではない 9( 8.7) 13(12.5) 1 ( 1.0) 6( 5.8) 29(27.9) 

合計 11(10.6) 44(42.3) 10( 9.6)i 39(37.5) 104(100.0) 

表7 rボタンつけの経験JX rボタンつけJの状況
n(百)

平石訟」竺つけ ボタンが 根巻きなし 緩巻きあり
ついていない 縫い方に託れi適切な縫い方 合計

数回つけ麗したことがある 。 2( 1.9) 7( 6.7) 9( 8.7) 
1~2度つけ匿したことがある 。 9( 8.7) 1( 1.0) 10( 9.6) 20(19.2) 
たぶんつけ直したことはない 1( 1.0) 9( 8.7) 3( 2.9) 6( 5.8) 19(18.3) 
会くない 10( 9.6) 24(23.1) 6( 5.8) 16(15.4) 56(53.8) 

合計 11(10.6) 44(42.3) 10( 9.6): 39(37.5) 104(100.0) 
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(3)本返し縫い(バックステッチ)による文学の縫

し、とり

自分の名前のイニシャルの縫いとりを「本返し縫

いjで「目立つように縫うJという課題に対し，児

選がどのように解釈したのかを彼らの糸選びから検

討した。謂変では，用布のフェルトと同色の「ボタ

ンつけ糸」と別色の「木綿糸」そ配布し，各自で選

んで縫わせたところ，用布と別色の糸を選んだのは

とりをした87人のうち約90%だった。また，

糸1a:'I2本どりjで縫った児議はおよそ 1/4で，

多くの子どもが1本どりで縫いとりをしていた。

東北家庭科数符(iJf究 NO.9 pp.17-25(2010.7) 

めに，童十日の大きさに対する感覚がないと縫いにく

い。また，続けて卒く縫いたい場合でも，布にしわ

が寄らないように「すくい縫いjをする度，適度に

糸を引きながら針自の調子をとらなくてはならない

点も「なみ縫いJの際の「糸こきj とは似て非なる

部分である。また， I裏表逆」で縫った児主主の場合，

本返し縫いの縫い方はわかっているが，本返し縫い

自体のしくみを理解していなかったと考えられる。

また， IボタンつけJ，I文字の縫いとり」の最初

と最後には玉結び，玉どめがされていたが，個々の

ケースそ見ると幾つかの課題が見られた。例えば，

表8 r糸と針を使って縫うととが好きかJx r本返し縫し、Jの状況

足話忌バ±:縫いとりなし 縫い方が渓う
好きだ 1( 1.0) 8( 7_7) 

どちらかといえば好きだ 1 ( 1.0) 23(22.1) 
どちらかといえば好きではない 3( 2.9) 14(13.5) 

好きではない 12(11.5) 11(10.6) 

合計 17(16.3) 56(53.8) 

次に， I本返し議い」の縫い方についてみると表

8に示すように，縫い方を誤認している児議の姿が

認められた。「経い方が違うj に分類された対象者

の縫い方をさらに分類すると，小学校家庭科の最初

に紹介されている「縫いとりJ教材と同じように，i糸

を波らせて縫う (33.9%)Jが最も多く， I様々な縫

い1iが混在 (32.1%)J， I裏表逆(l9.6%)J，I裏表

逆の部分と~iJの縫い方が混在(l4.3%)J という状

況だった。「別の縫い方」として， Iなみ縫い(表面

ができるだけ器断がない線に見えるよう，議に出る

針目を小さくして繕う)JIなみ縫いの往復(なみ縫

いをした後，針目が出ていない方に針目が出るよう

縫い戻る)J等があった。

「本返し縫いJは縫い目を丈夫にする縫い方とし

て，教科蓄の中で取り上げられてきたが，本調査で

は「なみ縫い」とは違う針の動きそするために，縫

い初めに鶴践する児童の様子が見られた。 I*遣い方
が違う」に分類されたケースの多くについても，縫

n(弘)

主整う縫い方も 正しい縫い方

混ざっている 未完成 i完成(2文字) 合計
3( 2.9) 

K18O。ト
3( 2.9) 15(14.4) 

5( 4.8) 8( 7.7) 39(37.5) 
2( 1.9) 2( 1.9) 21(20.2) 
1( 1.0) 3( 2.9) 2( 1.9) 29(27.9) 

11(10.6) 5(4.8)1 15(14.4) 104(100.0) 

縫いはじめの「玉結びJでは，糸の撚りが甘くなり，

結び玉が球状にならずにまとまりきれていないも

の，結び玉がとても小さいものがあった。縫い終わ

りの「玉どめ」を見ると，約3蓄IJの作品に結び玉の

浮きが見られた。調査②の岳由回答設閣である「ワッ

ペンづくりを通して工夫したり気をつけたりした

点Jについて約8割から回答が得られたが，そのう

ち，およそ 1割の児設が「玉結び・玉どめに気をつ

けて製作したj と記述している。また，自由回答

の中で最も多く警かれた回答は， I縫いとりしたイ

ニシャルの形，位置等 (33.3%)Jで， Iボタンつけ

(2L1%)J， I本返し縫い(8.9%)J，I特にない(8.9%)J，

fその他・感想(8.9%)J，I糸過しの際の糸の切り方

(3.3%)J， I糸の始末 (3.3%)J，I糸抜け (3.3%)Jだっ

た。

V.まとめと今後の課題

いはじめ部分で間違う場合が多かった。「なみ縫いj 本研究は，小学校家庭科で学ぶ被賊製作技術の中

の場合，進んだ分のひと針がそのまま針目となるが， でとくに「ボタンつけJI返し縫いJに注自し，学

「本返し縫い」の場合は，進行方向とは逆にひと針 習指導要領において，これらの内容がどのように扱

分廃り，ニ鈴分を前に進む「すくい縫いJをするた われてきたかを振り返った。また，児童対象の調
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波滋:小学校室長i立科における被1Jf1製作技術の符成

査から技術的にどの点が定着しにくいのかを見てき

た。

1947 (昭和22)年の「学習指導婆領家庭科縞(試

案)Jで. iボタンつけJは被服製作教材の一つだっ

たが.1956 (昭和31)年告示以降は，基本的に「被

販管理・整理Jの内容になった。しかし，実際は「と

れたボタンをつけ直す」学習だけではなく.80年

代後半以持はじj、物っくりJ，i生活に役立つもの(楽

しくするもの)の製作J等の単元で「新たにボタン

をつけるj学習が展開されている。

新しい教育制度の下の小学校「家庭科」では，被

服製作実習に対して技術の教え込みよりも児童の創

意工夫や作り上げる達成惑を重視する傾向にあっ

た。本研究で実施した調査でも，作品を完成させた

という「作業遂行認識Jが被服製作への肯定的な捉

えにつながることがうかがわれた。

しかし，技術の定着に関する小学校6年生対象

の抜き打ち調査では，被験者のうち約半数に糸足部

分の根巻きが見られなかった。児議が糸足をつけな

かったのには，いくつかの要因があると考えられる。

2008 (平成20)年改詐の学習指導要領では「身

近にある衣服や布製の小物などを観察して，児童自

身が縫い方の工夫などに気づくJ20)ことが記述さ

れている。しかし，私たちが普段自にする既製品に

は，ボタンっけに根巻きをしない機械付けのものが

多くある。これらのものを参考にした場合，根巻き

をしないままボタンそつけたこともありえるだろ

う。また.iかざるJ目的のためのボタンつけでは

必ずしも根巻きを必要としないし. i足つきボタンJ

は根巻きをしない。あるいは.iボタンをつける」

ことが臼常的にあまりないことも児澄が根巻きをし

忠れたことに関わっているかもしれない。ボタンつ

けの技術的側面において. i根巻きJが最も忘れら

れがちなところであるが.i丈夫でとめやすいボタ

ンつけJという目標において，根巻きの機能を知り，

根巻きできることは重要な学智内容といえる。

f返し縫い」は，約50年以上前から小学校家庭科

の学習指導要領に登場した内容であるが，冒頭に挙

げた大学生を対象にした先行研究結果にも表れるよ

うに. iなみ縫い」に比べて技術が定義しにくい状

祝にある。本研究でも，返し縫いの一種である「本

24 

返し縫い」の「間断ない直線が表面にできるJ縫い

自の特徴がどうすればできるのか，子どもたちに認

識されにくかった。これは，学習指導要領の中で「本

返し縫いJの扱いが，主に「縫い呂の織強Jを目的

とするため.iミシン縫いjにおける“返し縫い(口

返し童十)"と誤認されやすいことが考えられる。「本

返し縫いJ1i'針目を活かした作品づくりに取り入

れることで，技術の習得のほか，針臼感覚の練磨が

期待できるが，同時に「なみ縫い」とは違う針の動

きを児童が認識できる指導の工夫が課題だといえよ

つ。

被服製作実習は，多くの学習時陪君主要することが

多い。しかし，かけた時間相応に技術が積み上がる

か等の課題がある。「ボタンつけ」は矩時間で実施

可能な実習教材の一つであり，小学校だけでなく，

中学・高等学校の被服製作実習に登場する ζともあ

る(似し各教科書会社が発行する家庭科教科書全

てに縫い方が掲載されているのは小学校段賠だけで

ある)0iボタンつけJが掲載されている高等学校「

家庭総合Jの教科書を見ると，小学校の家庭科教科

書で紹介された騒い方よりも，仕上がりがきれいで

やや難しい縫い方が紹介されている。このように，

閉じ「ボタンつけ」という教材であっても，より

易度の高い技法を示し，選択の幅を広げる技術の積

み上げ方もあるだろう。既製品を含む被服製品との

付き合い方を学ぶうえで，今後も被服管理・撃理と

関連させた技術的規点は必修家庭科において必要不

可欠であり，今後色検証を試みたい。なお，本研究

は，平成20・21年度の「岩手大学教育学部プロジェ

クト推進支援事業Jによる助成研究である。最後に，

本研究の調査にど協力いただいた皆様にこの場者E借

りて感謝申し上げる。

[注l

1)現在の中学校段階にあたる高等小学校では，もっ

と能から洋裁が教科書の中で取り上げられてい

た。

2)教科書芸では，図の中にポイントが警かれていた

ため，図から読み淑る部分について，括弧内の

言葉を著者が加筆した。
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